
用例抽出資料

作品は，著者名，著者生年，作品名，作品の出版年の順に示し，著者生年順に挙げる。当該

作品名を，本研究の用例に付する際に略称で示した場合は，その略称を墨付き括弧内に示す。

小説の会話文テクスト

1）CD－ROM版新潮文庫の100冊より280
・竹山道雄（1903生）『ビルマの竪琴』（1947）

・　山本周五郎（1903生）『さぶ1』（1963）【さぶ】

・　石川達三（1905生）『青春の蹉跣』（1968）

・井上靖（1907生）『あすなろ物語』（1953）【あすなろ】

・　松本清張（1909生）『点と線』（1957）

・　大岡昇平（1909生）『野火』（1951）

・　太宰治（1909生）『人間失格』（1948）

・　福永武彦（1918生）『草の花』（1954）

・　水上勉（1919）『越前竹人形・雁の寺』（「越前竹人形」「雁の寺」所収）（1961）

・　吉行淳之介（1924生）『砂の上の植物群』（「砂の上の植物群」「樹々は緑か」所収）（1964）【植物

　群】

・　三島由紀夫（1925生）『金閣寺』（1956）

・　立原正秋（1926生）『冬の旅』（1969）

・　北杜夫（1927生）『楡家の人びと』（1964）【楡家】

・　開高健（1930生）『パニック・裸の王様』（「パニック」「巨人と玩具」「裸の王様」「流亡記」所収）

　（1957）

・　三浦哲郎（1931生）『忍ぶ川』（「帰郷」「幻燈董集」「初夜」「恥の譜」「忍ぶ川」「團蘂」「櫨馬」所

　収）（1960）

・　有吉佐和子（1931生）『華岡青洲の妻』（1966）

・　渡辺淳一（1933生）『花埋み』（1970）

・　井上ひさし（1934生）『プンとフン』（1970）

・　筒井康隆（1934生）『エディプスの恋人』（1981）【エディプス】

・　大江健三郎（1935生）『死者の奢り・飼育』（「死者の奢り」「飼育」「人間の羊」「戦いの今日」「他

　人の足」「不意の唖」所収）（1957）

・　倉橋由美子（1935生）『聖少女』（1965）

・　椎名誠（1944生）『新橋烏森口青春編』（1985）【新橋烏森口】

・　沢木耕太郎（1947生）『一瞬の夏』（1981）

2）シナリオ

・　山田洋次（1931生）・朝間義隆「シナリオたそがれ清兵衛」2003年月刊『シナリオ』1シナリオ作

280このうち，椎名誠『新橋烏森口青春編』（1985）のみエッセイである。
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　家協会【たそがれ清兵衛】

・　村上修（1951生）『1000マイルも離れて・さわこの恋』1995年月刊『シナリオ』6シナリオ作

　家協会【1000マイル】

・　伴一彦（1954生）『砂の上の恋人たち』1999年関西テレビ　http：〃www．plala．or．jp／ban／

3）手作業による収集

・　林真理子（1954生）『胡桃の家』（「胡桃の家」「玉呑み人形」「女友だち」「シガレット・ライフ」

　所収）（1986）新潮社　【シガレット】

・　森瑳子（1940生）『結婚式』（1985）新潮社

・宮本輝（1947生）『ドナウの旅人（上巻）』（1985）新潮社　【ドナウ】

・　辻仁成（1959生）『冷静と情熱のあいだBlue』（1999）角川書店　　【冷静と情熱】

・　鷺沢萌（1968生）『帰れぬ人びと』（1989雑誌『文学界』文芸春秋・初出）

小説の地の文テクスト：著者生年順

CD－ROM版新潮文庫の100冊より
・井上靖（1907生）『あすなろ物語』（1953）【あすなろ．地】

・　松本清張（1909生）『点と線』（1957）【点と線地】

・　山本周五郎（1903生）『さぶ1』（1963）【さぶ．地】

・　吉行淳之介（1924生）『砂の上の植物群』（1964）【植物群．地】

・　北杜夫（1927生）『楡家の人びと』（1964）【楡家．地】

・　開高健（1930生）『裸の王様』（1957）【裸の王様．地】

・　有吉佐和子（1931生）『華岡青洲の妻』（1966）【華岡青洲．地】

・　渡辺淳一（1933生）『花埋み』（1970）【花埋み．地】

・　井上ひさし（1934生）『プンとフン』（1970）【プンとフン．地】

《追加データ》（☆をっけた統計の対象外の作品，上記作品についても，101例以降の用例は統計の

対象としていないため，☆をつけている）

・　井伏鱒二（1898生）『黒い雨』（1965）6

・　竹山道雄（1903生）『ビルマの竪琴』（1947）

・　山本周五郎（1903生）『さぶ1』（1963）【さぶ】

・　石川達三（1905生）『青春の蹉鉄』（1968）

・　大岡昇平（1909生）『野火』（1951）

・　太宰治（1909生）『人間失格』（1948）

・新田次郎（1912生）『孤高の人』（1969）

・　福永武彦（1918生）『草の花』（1954）

・　水上勉（1919）『越前竹人形・雁の寺』（「越前竹人形」「雁の寺」所収）（1961）

・　阿川弘之（1920生）『山本五十六』（1920）

・　三浦綾子（1922生）『塩狩峠』（1968）

・　池波正太郎（1923生）『剣客商売』（1972）

・　安部公房（1924生）『砂の女』（1962）

・　三島由紀夫（1925生）『金閣寺』（1956）

・　立原正秋（1926生）『冬の旅』（1969）

398

東京外国語大学 博士学位論文 Doctoral thesis (Tokyo University of Foreign Studies)



・　吉村昭（1927生）『戦艦武蔵』（1966）

・　開高健（1930生）『パニック・裸の王様i』（「パニック」「巨人と玩具」「流亡記」）（1957）

・　野坂昭如（1930生）『アメリカひじき・火垂るの墓』（「アメリカひじき」「プアボーイ」「ラ・クン

　バルシータ」「火垂るの墓」「死児を育てる」「焼土層」所収）

・　曽野綾子（1931生）『太郎物語』（1978）

・　三浦哲郎（1931生）『忍ぶ川』（「帰郷」「幻燈董集」「初夜」「恥の譜」「忍ぶ川」「團奨」「櫨馬」所

　収）（1960）

・　筒井康隆（1934生）『エディプスの恋人』（1981）【エディプス】

・　大江健三郎（1935生）『死者の奢り・飼育』（「死者の奢り」「飼育」「人間の羊」「戦いの今日」「他

　人の足」「不意の唖」所収）（1957）

・　倉橋由美子（1935生）『聖少女』（1965）

・　椎名誠（1944生）『新橋■森口青春編』（1985）【新橋烏森口】

・　沢木耕太郎（1947生）『一瞬の夏』（1981）

・　村上春樹（1949生）『世界の終わりとハードボイルド・ワンダーランド』

評論文テクスト

日本語教育支援システム研究会（CASTEL／J）CD－ROMより，すべて講談社刊行

・　今津晃著（1917生）『二十世紀の世界』（1974）【二十世紀】

・　米山正信（1918生）『化学とんち問答一一休さんに挑戦！』（1991）【化学】

・　千葉康則著（1925生）『記憶の大脳生理学一もの憶えをよくするために』（1991）【記憶】

・　中根千枝著（1926生）『タテ社会の人間関係一単一社会の理論』（1967）【タテ社会】

・　河野友美著（1929生）『たべものと日本人』（1975）【たべもの】

・　飯田経夫著（1932生）『「ゆとり」とは何か一成熟社会を生きる』（1982）【ゆとり】

《追加データ》（☆をっけた統計の対象外の作品，上記作品についても，115例以降の用例は統計の

対象としていないため，☆をつけている）

・　会田雄次（1916生）『日本人の意識構1造』（1972）

・　吉野裕子（1916生）『日本人の死生観』（1982）

・　野元菊雄（1922生）『敬語を使いこなす』（1987）

・　都筑卓司（1928生）『時間の不思議』（1991）

・　加藤秀俊（1930生）『パチンコと日本人』（1984）

・　鷹羽狩行（1930生）『俳句のたのしさ』（1976）

・　山田雄一（1930生）『稟議と根回し』（1985）

・　山折哲雄（1931生）『神と仏』（1983）

・　黒井千次（1932生）『働くということ』（1982）

・　品川嘉也（1932生）『全能型勉強法の進め』（1987）

・　中村希明（1932生）『酒飲みの心理学』（1990）

・　中村希明（1932生）『犯罪の心理学』（1990）

・　吉岡郁夫（1932生）『人体の不思議』（1986）

・　飛鳥井雅道（1934生）『近代の潮流』（1976）

・　中原秀臣・佐川峻（1945生・1944生）『進化論が変わる』（1991）

・　井上忠司（生年不詳）『まなざしの人間関係』（1982）
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・　平野仁啓（生年不詳）『目本の神々』（1985）

・　吉田寿三郎（生年不詳）『高齢化社会』（1981）

新聞テクスト

『CD一毎日新聞2000データ集』
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